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海陸臨時観測による日向灘の微小地震活動 (2)

Seismicity in Hyuga-nada by temporary seismological observation both of sea and land
area (2)
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フィリピン海プレートの沈み込みよる地震活動は，日向灘と四国付近では顕著に異なる．まず，普段の微小地
震活動は日向灘において活発であるが，四国付近では非常に低調である．一方，四国付近においては巨大地震が
100 年程度の周期で繰り返し発生しているが，日向灘では M7 クラスの地震が数十年間隔という短い周期で発生す
る．また，日向灘北方の豊後水道においては，GPS データより非地震性すべりが発生していることが分ってきた(例
えば，Hirose et. al, 1999)．
以上のように，四国から日向灘にかけてプレートのカップリングが変化していることが示唆されてきた．その

原因の 1 つとして宮崎平野沖にある低重力異常の原因となっている物質の存在が考えられている．Nakada et al.
(2002) はこの低重力異常の分布と九州東部に広く分布する段丘の隆起速度より，この地域の深さ 20km～30km に
低密度物質が存在しているという結果を求めている．しかしながら，この低密度物質の存在がどのようにカップ
リングの違いに寄与しているかというのはまだ良く分かっていない．地震活動の詳細や地殻変動などの幅広いデー
タと照らし合わせながらモデリングする必要がある．そこで，本講演では 2002 年 4 月から 6月の 2 ヶ月間，日向
灘と九州東岸の海陸両域において行った臨時観測のデータを使い，日向灘での地震活動の詳細を求めた．結果は
以下の通りである．
高精度の震源分布を得ること出来た．深さ 10km 以浅に求まっていた震源はすべて 10km 以深に移動し，この期

間中 10km より浅い地震は発生していないことが分かった．また，水平方向に 20km 以上も大きく移動したものが
あった．特にマグニチュードの小さな地震ほど移動距離が大きくなる傾向が見られることにより，読み取りを行っ
た観測点数が少ない場合，陸上点だけで求めると深さだけでなく震央の位置の誤差も大きくなることが分った．
M2 クラスの発震機構解を求めることが出来た．その結果，逆断層型地震と正断層型の地震がほぼ同じ頻度で発

生していることが分かり，逆断層型地震を上下に挟むように正断層型の地震が発生していることが分かった．こ
れは，プレート境界の上盤側と下盤側の両方で正断層型の地震が発生していることが示唆され，プレート間カッ
プリングの強度を決める上での重要な知見が得られた．


